
 

お客様各位 

 

カタログ等資料中の旧社名の扱いについて 

 

2010 年 4 月 1 日を以って NEC エレクトロニクス株式会社及び株式会社ルネサステクノロジ

が合併し、両社の全ての事業が当社に承継されております。従いまして、本資料中には旧社

名での表記が残っておりますが、当社の資料として有効ですので、ご理解の程宜しくお願い

申し上げます。 
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GRADE A

M16C/80グループ　DMA使用に関する注意事項

M16C-44-9912

1.　対象品種

・M16C/80グループ

2.　注意事項

以下のいずれかの条件が満たされた場合、1回のDMA要求で2回のDMA転送を実行したり、タイミ
ングによっては暴走することがあります。
① 許可されているDMA要求Aが発生している時に、DMA0～DMA3のいずれかのDMA要求ビット
（DMA要因選択レジスタのビット７）を"0"にするタイミングと同時に、Aより優先度の高いDMA
要求Bが発生する

② 許可されているDMA要求Aが発生している時に、DMA0～DMA3のいずれかのDMA要因選択
ビットの値を書き換える

DMA優先度：DMA0＞DMA1＞DMA2＞DMA3
　　　　　　　高い  ←――――――――  低い

タイミング例：上記DMA要求AをDMA2要求、DMA要求BをDMA0要求とした場合

　　　    　DMA2要求発生　　　　　　　　　  DMA2転送　　　DMA2転送

　DMA2　×――――――――――――→　○―――――○　○―――――○
　　　　　　　　　
　DMA0　　　　　　　×―――――――→
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　 DMA0要求発生

いずれかのDMA要因選択レジスタの書き込み

時間

(本来はDMA0 が
起こるはず)

このニュースはM16C/80グループに該当します。
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3．対策

以下のいずれかに該当する場合は、ソフトウエアでの対策は必要ありません。
① DMA要因選択レジスタへの書き込みは全DMA(DMA0～DMA3)が禁止の状態で行っている
② DMA要因選択レジスタの書き込みを行う際には、許可されている全てのDMA要求は発生しない

上記①、②に該当しない場合は③、④のいずれかの対策をおこなってください。

③ DMA要求ビットをクリアする目的でDMA要因選択レジスタに書き込みを行っている場合は、
DMA要求ビットをクリアする命令を削除してください。

　 M16C/80では、DMA要求が発生した場合、そのチャネルがDMAを受付られない状態（DMA禁止
状態、転送カウントレジスタが"0"の状態）であればDMA転送は実行せず、そのDMA要求ビッ
トは自動的にクリアされます。したがってDMA要求ビットをソフトウエアでクリアする必要はあ
りません。

④ DMA要因を変更する目的でDMA要因選択レジスタに書き込みを行う場合は、DMA要求ビットに
同時に"1"を書き込んでください。ただし、該当するDMAチャネルは禁止状態で行ってください。

例：DMA0を単転送で使用し、要因をタイマA0に変更する場合
push.w R0 ;R0レジスタ退避
stc DMD0,R0 ;DMAモードレジスタ0読み出し
and.b #11111100b,R0L ;DMA0転送モード選択ビット"00"クリア
ldc R0,DMD0 ;DMA0禁止
mov.b #10000011b,DM0SL ;タイマA0選択(DMA要求ビット=1同時書き込み)
mov.b R0L,R0L ;ダミーサイクル
or.b #00000001b,R0L ;DMA0単転送設定
ldc R0,DMD0 ;DMA0許可
pop.w R0 ;R0レジスタ復帰


